
第４０回八雲町青年問題研究集会実施要項 

 

１ 開催にあたって 

  日本、世界に大きな影響を与えた新型コロナウイルス感染症の取扱いも５類に引き下げられ、八

雲町においても４年ぶりに２日間開催の八雲山車行列が開催されるなど、日常の生活が戻ってきま

した。 

社会が日常を取り戻した半面、世界に目を向けるといまだに紛争の絶えない状態が続いており、

遠い国の出来事であっても私生活や仕事に影響が出るなど、将来が不安になるばかりです。また、

昨年の夏は非常に暑く、八雲町の基幹産業の１つでもある酪農に大きな影響を与え、深刻な地球

温暖化を感じざるを得ませんでした。 

こうした世界の紛争や環境問題を含め、身近な暮らしを改めて見つめ直し、私たち青年がこれか

らどのように生きていくと良いのかを考えようとするとき、そこには自分自身と、他者との語り合いが

必要になると思います。 

八雲町青年問題研究集会は、人間関係や社会問題など、青年を取り巻く日々の生活、青年活

動で感じたことや考えていることなどを仲間と率直に語り合うことを通じて多様な価値観に触れると

ともに、自分自身を見つめ直し、これから先のより良い人生、より良いまちづくりに繋げていくことを

目的として開催します。 

 

２ テーマ 

「今こそ語り合おう！～自分・八雲・未来～」 

 

３ スローガン 

①自分の想いを素直に話そう 

②相手の想いを受け止めよう 

③青研集会で得た想いを未来へ活かそう 

 

４ 期 日 令和６年３月２２日（金）・２３日（土） 

 

５ 会 場：八雲町公民館 

 

６ 主 催：八雲町教育委員会 

 

７ 主 管：八雲町青年問題研究集会実行委員会 

 

８ 参加対象：青年並びに青年の生き方に関心のある人（町外の方も参加可能） 

 

９ 参加費：無料ですが、２日目の昼食の斡旋を希望する方は５００円がかかります。 

 

 

 



10 内 容 

（１）記念講演 「語り合いから始まる『出会い・ふれあい・わかちあい』 

～仲間の声、地域の声を聞いてみよう～」 

                  講 師 棚田
た な だ

 一論
かずのり

 氏 （日本青年団協議会 事務局長） 

           

 （２）分科会   青研集会のメインで、参加者の自己紹介を中心にテーマとの関わりを語り合うも

のです。（人数は参加者一人一人が主人公になれるように司会者・助言者を含め

て 5名程度とします） 

  ①仕事 

仕事に対する不安や悩みはありませんか？ 

職種も立場も違う参加者の皆さんと語り合って、やりがいのある楽しい仕事

（職場）を目指していきましょう。 

 

②出会い・恋愛 

職場や地域活動では様々な出会いや繋がりがありますが、それを今後にどう

活かしていくかは自分次第！ 

良い出会い・良い繋がりづくりについて一緒に考えていきましょう。 

 

③まちづくり 

 住んでいるこの町で楽しく暮らし、イキイキと活動していくために、町や地域

の特色、魅力を改めて語り合ってみましょう。 

 

 （３）全体会・決意表明 

 

11 日 程 

   ２０２４年３月２２日（金） １８時３０分         受付開始           

                  １９時００分～１９時１０分 開会行事   

１９時１０分～２１時００分 記念講演 

２１時００分～２２時００分 意見交流 

３月２３日（土）  ９時００分～１４時３０分 分科会 

             １４時３０分～１５時００分 全体会・決意表明 

             １５時００分～１６時００分 青年活動道外研修報告会 

 

12 参加申し込み  

 ３月１５日（金）までに、八雲町教育委員会社会教育課（公民館TEL０１３７－６３－３１３１）へ、参加

申込書（自己紹介カード）に必要事項を記入し、レポートを添えてお申し込みください。（資料集を

作る関係で締め切り厳守でお願いします。） 

 記念講演のみ参加される方は、３月１９日（火）までに社会教育課へお申し込みください。 

 

 



13 その他 

 （１）参加者にはレポート提出を期待します。レポートは当日の話し合いをスムーズに進めると同時

に、自分の考えをきちんとまとめ、自分のことを周りのメンバーに正しく理解してもらえるために

も必要です。書き方は、各自生き方を振り返り、自分の考えや人生観が変わったというできごと

を中心に、現在抱えている問題点を整理し、その解決を図るにはどうしたらよいのかということ

を自分の考えと言葉でまとめるようにしましょう。なお、レポートについては青研集会を運動とし

てとらえているために、準備段階でも点検しながらより具体性を持った内容にしておきます。 

 （２）参加者には事前に資料集（レポート・自己紹介カード・各種資料集）を配布する予定です。 

 （３）分科会の司会者は、内容を深めるために主管団体（関係団体）あるいはメンバーの日常生活

を理解しているメンバーなどとします。 

 （４）助言者は青年の団体活動の意義を正しく理解し、青年と共に自分も成長しようという姿勢を持

ち、地域づくりに関わっている人とします。 

 （５）青研集会の成果を今後の青年団体活動、地域づくりに活かすためにも、語り合いだけで終わ

らせるのではなく、具体的な取り組みを明らかにしていきます。 

 


